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関西大学
　̈́ͩͅ・ఱि文化遺産学研究センター　News Letter
̈́ͩͅȆఱि͈໲ا֒ॲ͂໲ا֒ॲڠ
　昨今のグローバル・スタンダード化のなかで、世
界では、今、新たな枠組みが模索されています。時
の流れは、私たちの想像を絶するほどとめどなく速
くなっております。その流れのなかで、私たちが忘
れてはならない先人たちの努力の軌跡、それが、「文
化遺産」です。「文化遺産」は過去の遺産にとどまらず、
それは今に「生きる遺産」であり、次世代、さらには、
将来に向けたかけがえのない「文化資源」と位置付
けられるものであります。
　なにわ・大阪およびその周辺には、貴重な文化遺
産が数多く残されているのですが、なかには、未検
証のまま放置されているものや、すでに失われたも
の、あるいは途絶しつつあるものも少なくありませ
ん。そこで、私たちは、大阪の地に歴史的に形成さ
れ、集積されてきた「文化遺産」を総合的に研究す
るプロジェクトを構想いたしました。そして、この
たび関西大学博物館が申請した「なにわ・大阪文化
遺産の総合人文学的研究」が、文部科学省がすすめ
る平成17年度私立大学学術研究高度化推進事業の
「オープン・リサーチ・センター事業」として採択
されました。この採択とともに、5年間にわたるプ
ロジェクト推進拠点として、関西大学博物館内に「な
にわ・大阪文化遺産学研究センター」を立ち上げま
した。また、研究教育の推進拠点となる建物の建設
も認可され、関西大学博物館収蔵庫の跡地に四階建
ての「なにわ・大阪文化遺産学研究センター」（延床
面積1600㎡）を新たに建設中です（平成18年3月竣
工予定）。
　このプロジェクトの基本構想は、なにわ・大阪の
「文化遺産」が歴史的に集積された場である社寺を
中心に、祭礼や法会、芸能、学問はもとより、技術、
景観などをも含めた周縁の「文化遺産」をあわせて
研究の対象とすることです。この構想を具体的に実
現するために、祭礼遺産、生活文化遺産、学芸遺産、
歴史資料遺産の４つの研究プロジェクトを組織し、
関西大学教員のほか、他大学や研究機関の研究者、
民間の専門家の方がた、さらには、大阪府下の公私
の博物館や資料館、顕彰会、保存会、NPO団体など
と積極的に連携を図り、それぞれの研究を深めてま
いります。さらに、PD（ポスト・ドクトラル・フェ
ロー）やRA（リサーチ・アシスタント）などが調査
研究に参加することによって、若手研究者を育んで
いくという意義を持っております。
　この文科省の採択を受けて、私たちは、「なにわ・
大阪文化遺産の総合人文学的研究」の構想が広く認
められたことを大変光栄に思い、また、この事業が、
「文化遺産学」という新たな学問体系の確立の可能
性を秘めていることを強く確信いたしました。その
一方で、この事業は、国民の方がたからの貴重な資
金を賜っており、また、多くの方がたのご理解とご
支援のたまものとして創められたわけですから、重
大な責任を感じております。プロジェクトを通して、
なにわ・大阪あるいはその周辺地域の人びとと研究
者がともに参加し、さまざまな視点を持込み、互い
に議論することによって着実な研究成果を上げ、そ
れを地域に還元することができましたら、これにす
ぐる喜びはありません。
　今後は、研究成果として、研究例会や合同例会、
現地での講演会の開催および報告書の作成を行う予
定であります。また、皆様に研究の進捗状況を知っ
ていただき、ご意見やご批判を賜わるため、年に２回、
『News Letter難波潟』を発行いたします。今後とも、
何卒よろしくお願い申し上げます。
なにわ・大阪文化遺産学研究センター長 / 関西大学文学部教授
髙 橋 隆 博
࠮ࡦ࠲࡯ߩ᭴ᗐ
文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業
　　オープン・リサーチ・センター整備事業
題字　浅野鈴秀氏（日本書芸院一科審査員）
2文化遺産学フォーラム
なにわ・大阪の文化遺産
2005年１月 22日（土）
　会場：関西大学博物館
2005年1月22日（土）、関西大学博物館において、「なにわ・大阪の文化遺産と文化遺産学」と題し、
フォーラムを開催しました。参加者は、47名でした。
　はじめに、関西大学博物館長・関西大学文学部教
授の髙橋隆博氏により「なにわ・大阪の文化遺産と
文化遺産学」と題して基調報告があり、
　つづいて、パネラーの道明寺天満宮宮司・南坊城
充興氏、清文堂出版（株）会長（大阪書林御文庫講
副講元）・前田成雄氏、（社）大阪市中央卸売市場本
場市場協会資料室室長・酒井亮介氏の３名に報告し
ていだだきました。会の進行は、関西大学文学部教
授の森隆男氏にお願いをしました。
　３名の報告が終了した後、参加者からさまざまな
質問が出され、議論が深められました。
　パネラーの３名は、当フォーラムの構想である大
阪の文化遺産を守るために、日夜尽力されており、
ご自身の経験をもとにした報告であったので、内容
が活き活きと参加者に伝わり、会は盛況のもとに終
了しました。
ܖ಺༭࣬
「なにわ・大阪の文化遺産と文化遺産学」　
　　　　　　　　　　　　　　髙橋隆博
なにわ・大阪文化遺産学研究センターがめざす目標は、大阪の周辺地域に偏在する伝統的文
化・技術を総合的、構造的に連関させ、それを大き
な研究成果に結実させていくことであります。とり
わけ、歴史的文化遺産が集積されている寺社を中心
とする調査・研究をすすめてまいります。寺社に組
織的・歴史的・重層的に堆積しているものは、単に残っ
ているというものではなく、そこには、先人のさま
ざまな創意・工夫など懸命なる努力があったのです。
今後、われわれは、今日までこのような文化遺産を
支えてきた地域社会の人々の歴史にまで立入って考
えることが必要でしょう。
　なにわ・大阪文化遺産学研究センターの調査・研
究には、大阪府下の研究機関や研究団体、寺社関係
者や工芸家、自治体の文化行政や文化財保存行政担
当者、大学関係者がともに提携することによって、
より幅広い研究ができるものと考えております。
　そして、なにわ・大阪文化遺産学研究センターでは、
課せられた調査・研究を一つずつ着実に検証し、具
体的にはそれらを、なにわ・大阪の「遺産目録」や
「技術記録」などとして刊行したり、さらには、小中
高生用教材として副読本を作成したりするなど、地
域社会や学校教育への研究成果の実現へ向けた取り
組みを骨子として尽力してまいります。髙橋隆博氏
3南坊城充興氏
ΩΥρȜ༭࣬
        道明寺天満宮宮司　　
                          　　　　　　　南坊城充興
大阪府藤井寺市にある道明寺天満宮は、孔子を祀る釈奠祭が、明治 36 年から現在まで 100 余
年も続けられており、今年はちょうど 102 回目にあ
たります。道明寺天満宮に置かれている孔子像（小
野篁作）については、もと栃木県の足利学校にあっ
たものを、近世期に高松藩の儒者が江戸で発見し、
はじめ高松藩でお祀りをしていました。それから、
明治期の藩校廃止後は、藤沢南岳が明治6年に香川県
から払い下げ、彼の私塾である泊園書院に安置して釈
奠を行っていたのです。その後、私の祖父が譲り受け、
大成殿を建てて道明寺天満宮に現在のようなかたち
で祀られることになった歴史的変遷がございます。
　また、歴史的にみても、道明寺天満宮では、明治
期には、天皇や英国のジョージ 5世が宿泊し、また、
大正期の国府遺跡発掘調査に際しては、発掘事務所
を提供しておりました。特に国府遺跡は関西大学と
のつながりも深く、貴重な出土資料は、関西大学博
物館で所蔵されています。
　そもそも、神社の存在というものは、古ければ何
でもよいというわけではなく、「日々あらたになるこ
と」によって、「コミュニテイの中で皆に生かされて」
存在するものであり、そこで行われる祭りについて
は「昔からのことを型とおりにする」ことに意味が
あるのです。
　来る「初天神」の 1月 25 日に、道明寺天満宮に
て行われる「うそかえ祭」というものがございますが、
このような伝統的な行事を継続して守っていくこと
は、大事なことでしょう。
前田成雄氏
清文堂出版（株）会長（大阪書林御文庫講副講元）
　　　　　　　　　　　　　　　　前田成雄
住吉大社や大阪天満宮の御文庫では、納本された文庫を大切に保存・管理するため、風を通す虫
干しが、「大阪書林御文庫講」という書籍商の団体に
よって行なわれています。この「大阪書林御文庫講」
はもともと株仲間から出ているものと思われます。
　現在では、大阪書籍出版業の組合員は、わずか 36
社ほどで、近世期に比べると、かなり少なくなって
おりまして、これだけの社数で、住吉大社・大阪天
満宮両御文庫の管理・運営を行なうのは、大変な尽
力を要します。また、大阪天満宮文化研究所によると、
文久期頃には、毎年４～ 5日もかけて行なっていた
虫干しでありますが、現在の住吉大社では、御文庫
が鉄筋コンクリートの建物になったことから、空調
が出来るようになりましたが、大阪天満宮の方は、
今でも、木箱に詰められた書物を運び、１日かけて
風を通しています。
　現在、36社ある大阪書籍出版業の組合のほか、大
阪には、お宮と深い繋がりを保っている何十もの講
があり、それぞれ連合会を結成して、天神祭などを
運営しています。大阪書林御文庫講は、天神祭の際
に船渡御、陸渡御のお供をしています。また、何年
かに一度は裃を着して陸渡御も行っています。とも
に費用は多くかかりますが、皆の協力によって、赤
字は出ていません。
　大阪書林御文庫講の仲間組織や、その仲間ととも
に参加する住吉大社や大阪天満宮の御文庫の虫干し、
さらには、天神祭の運営を担うことによって、不思
議と仲間内での連帯感や充実感が生まれてくるので
す。
　このような仲間の連帯感・充実感を求めて、大阪
の出版社の伝統的行事を継承していくことができた
らと思います。
4酒井亮介氏
（社）大阪市中央卸売市場本場市場協会資料室室長　
　　　　　　　　　　　　　　　　酒井亮介
われわれ人間が生活するのに不可欠な食糧や、文化遺産としての食文化を、今、あらためて考え
る必要があります。
　大阪は、その歴史的・地理的な条件から、古来よ
り「なにわの津」として発達してきました。
　近世期以降、物資集散地としてさらなる発展を遂
げ、京都や熊野など周辺地域へも生活者や旅人を通
して食文化が広がりました。さらに、すまし汁とみ
そ汁という「食文化」の違いから、その出汁をとる
ための日高昆布の流通経路が大坂と江戸では異なる
など、「食」の地域性という視点からみると、面白い
ことがたくさんあります。
　また、日本列島の地理的条件から、古来より、中
国大陸・朝鮮半島との物資の交易の影響を受けて日
本の食文化が形成されました。
　さらに、大阪湾と魚介類との関係について考えた
いと思いますが、瀬戸内海と黒潮との関連から、明
石海峡大橋から関門海峡の間にある魚島にて海流が
止まるのです。また、徳島県と和歌山県の海岸では、
２～３℃の温度差があるため、温度が高い和歌山で
は、巻き網などの大きな漁業がみられますが、徳島
ではそのようなものはみられないなど、漁業の仕方
が異なるのです。3月頃から大阪湾にて産卵した鯛
は、鳴門海峡の岩に生息している餌を求め、明石海
峡へ定着していくことなどから、大阪湾に定着して
いる魚介類は、瀬戸内海や黒潮などの自然環境の影
響を受けて生きているのあって、それは、人間の計
測を超えた自然環境のなかにあるのです。
　その他にも、能勢の松茸や御所柿など、淀川・大
和川の水源を利用した大阪平野・丘陵地帯での果物
栽培や山間部での木の実栽培のように、大阪の食文
化を象徴するものが存在しております。
　われわれの生活に一番かかわりの深い食文化につ
いて、是非とも大阪の地から発信するかたちで、あ
らためて考えていければと思います。
　髙橋センター長の基調報告に続いて、以上のよう
に、３名のパネラーの方から、ご報告をいただきま
した。
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参加者Ａ：淀川の葦を焼く行事を見ましたが、そこ
　　　　　では淀川の水があまり入らず、葦の生育
　　　　　が良くありません。しかし、四天王寺の
　　　　　 舞楽に使用する篳篥に需要があるように、
昔から、ここの葦でなければ困るという
人たちもいるようです。また、身近な神
社の注連縄作りでは、縄をどこから調達
するのかということなど、われわれは、
モノを作る側・神事を行なう側の立場を
考え、伝統的な技術を支えているものは
何か、ということに目を向ける必要があ
るのではないでしょうか。
南坊城氏：本来、お正月のお年玉はお餅だったと言
　　　　　われることや、なぜ、年越しそばを食べ
　　　　　るのかなど、伝統的なものには、それぞ
　　　　　れ意味があると思います。また、能楽な
　　　　　どのように幼い頃からの厳しい仕込みに
　　　　　より、芸を練磨してきた人びとの努力を
　　　　　思いながら、また、自分もそれに実際に
　　　　　触れることによって、このような芸術を
　　　　　見ると、また、伝統的なものに対する見
　　　　　方も変わるのではないでしょうか。
参加者Ｂ：大阪の出版は、神社とのかかわりの中で
　　　　　 展開したといわれましたが、ご報告にあっ
た神社との関係の他、その他の神社との
かかわりはないのでしょうか。
前田氏：　他の神社との接点はないと思います。た
　　　　　だ、出版業は、近世期に三都で栄えたの
　　　　　ですが、大阪のようにお宮との濃厚なつ
　　　　　ながりは他ではみられないのです。これ
　　　　　は、大阪独特の出版業の形態なのではな
　　　　　いかと思います。
参加者Ｂ：御文庫への新刊本の奉納は、どのような
　　　　　意味を持っているのですか。
　　　
前田氏：　まず、本がよく売れるようにという祈願
　　　　　の意味があります。また、頑丈な作りで
　　　　　 あるから、少しくらいの火事なら、中に
5火が入らないのです。したがって、本の
奉納者が火災等に遭った場合に、再販の
ため、自分の納本したものを借りるため
という意味もあったのではないかと考え
られます。さらに、御文庫は図書館のよ
うな役割も持っていましたから、本の貸
出し・返却手続などは、神職の方がやっ
ていたものと思われます。
参加者Ｃ： 「天王寺蕪」など、伝統野菜の復活が高等
学校などでもなされているようですが、
なまものである野菜を復興するときには、
どのような過程があり、また、保存にと
もなってどのような尽力をされているの
でしょうか。
参加者Ｄ： 「天王寺蕪」は『毛吹草』に「なにわのか
ぶ」として記載され、天王寺にかぶがあっ
たことが分かっていました。「天王寺蕪」
には毛がないために、虫がその葉を食べ
やすいので、廃れてしまったのです。し
かし、種がなくなったわけではなかった
ので、天王寺の飼料店にて種を買い求め
て、育てていきました。「天王寺蕪」には、
現在、丸葉と切れ葉（大根の葉のような）
の二つの系統が揃い、地域社会や学校で
の総合学習の場で紹介されています。
　　　　　また、このような伝統野菜を漬物にする
　　　　　業者も出てくるようになりました。原材
　　　　　料をもらって育て、野菜の復活とあわせ
　　　　　て「なにわ漬」「塩昆布」「焼酎」などの
　　　　　大阪の土産物を作ろう、という案があり
　　　　　ます。その土地に住んでいる人は、その
　　　　　土地で出来たものを食べてきたのですか
　　　　　から、きっとそこに住んでいる人の体に
　　　　　 合ったものなのでしょう。したがって、
伝統野菜の作られる時期、量、特性など
を考えて品種改良はしないでおこうと思
います。それぞれの野菜の残り得た力を
大事にし、それぞれの品種の多様性を重
視していくことが必要です。また、次世
代につなげるため、若い人びとに食べて
もらう機会をもつことも大切でしょう。
例えば、玉造神社では、その地域発祥の
野菜を使った料理を地域の人びとにふる
まっています。このように、食べ物をきっ
かけに、文化の発祥の地である神社や寺
に人びとが集うようになれば、と思うの
ですが。
参加者Ｅ：摂河泉の文化は、現在では、芦屋や浜寺
　　　　　など、大阪の周辺部に残されていること
　　　　　が多いと思います。したがって、大坂の
　　　　　周辺部地域の博物館や美術館と協力して
　　　　　事業を展開してほしいですね。また、関
　　　　　西大学の図書館には、近世大坂の画壇の
　　　　　資料が所蔵されています。自分で生業を
　　　　　持っていた人が、収集してこれまで所持
　　　　　していたものを調査し、展開できれば面
　　　　　白いのではないでしょうか。
参加者Ｆ：自分が住んでいる地域には、お祭りの曜
　　　　　日を土日に変えるという意見があるので
　　　　　すが、このことについてどのようにお考
　　　　　えになりますか。
南坊城氏：お祭りの日は、基本的には変えてはいけ
　　　　　 ないと思いますが、現在では奉仕する人
びとの欠如という問題があります。そこ
で、折衷案として、寺社のお祭りには、　
総代だけを集めて行ない、行事としての
渡御などは、人びとの集まる土日にする
ということが考えられるでしょう。
参加者Ｆ： 「御所柿」を復活しようという動きがあり
ますが、「御所柿」について何か教えてい
ただきたいのですが。
酒井氏：記録では、天満青物市場の大阪の青物のな
　　　　かに、「御所柿」が出てきます。
参加者Ｄ： 『毛吹草』や『庭訓往来』などにも出て
くるかもしれません。「御所柿」は、昔
は、菓子として梨や蜜柑と同じで重要視
されていたのではないでしょうか。当時
は、甘いものがなかったので、記述が残
されているのではないかと思います。ま
た、享保期の調査記録である『諸国産物帳』
の大和国の記述にも記載されているかも
しれません。
　当日、参加者の皆さんからいただいたご感想やご
意見を次のページに掲載致しました。ご一読下さい。
 （PD：森本幾子）
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居住地域 性別 年　齢 感　　　　　想
吹田市内 男性 61歳以上 異分野の方々の話が面白かった。
吹田市内 男性 61歳以上 主旨は理解しました。関大・博物館だけでなく、大きな環境が構築で
きるといいですね。東京一極集中時代で「なにわ・大阪」と遺産につ
いて、地方的うしろ向き感を感じます。
大阪府内 女性 41～60歳 「御文庫」の話など楽しくうかがいました。保存ということでは、大
阪の寺社は太平洋戦争の大阪大空襲で多くのものが灰になったと思い
ます。何とかそのあたりのことを研究していただいて、成果を出して
いただきますよう、よろしくお願いいたします。ありがとうございま
した。
大阪市内 女性 10～24歳 自分が生れ育った土地にもかかわらず、目を向けることがない部分に
ついて非常に興味深いお話を拝聴いたしました。
大阪府内 女性 10～24歳 フォーラムに参加して、伝統文化としてみる文化遺産を意識でき、大
変勉強になりました。なにわ・大阪の文化遺産の研究の発信地として
研究センターの設立を願いたいと思います。
吹田市内 女性 25～40歳 興味深かった。実際、吹田市内でのくわいの栽培を目にすることが多
く、野菜の復興にまつわる話や一覧表は楽しいものです。
北摂地域 男性 41～60歳 熱気があって充実していたと思う。実りの多い会であった。
大阪府以外の近畿圏 女性 25～40歳 お祭りの背景に何があるのか考えたことがなかった。神社合併があっ
ても、この神社が残った理由、このお祭りが変わらずに残っている理
由を考えていきたいと思った。
大阪府以外の近畿圏 女性 25～40歳 色々な人が参加できる要素があり、興味を持ちました。
吹田市内 男性 10～24歳 文化遺産と言いますと、建造物であるとか、文書・史料などが想起さ
れますが、食文化などが含まれている点が興味深かったです。
大阪府内 不明 25～40歳 内容が多岐にわたっておもしろかった。
吹田市内 女性 25～40歳 本来あるべき姿とは一部違った形で現在に伝わっている文化遺産の話
に興味を持ちました。
大阪市内 男性 10～24歳 研究範囲が幅広く、これから発展していきそうでとても興味深かった。
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居住地域 性別 年　齢 内　　　　　容
芦屋市 男性 41～60歳 祭りや市（四天王寺太子講）など今に生きる祝祭の研究（実地調査）。
新しい名所図会的資料の研究。
吹田市内 男性 61歳以上 なにわ、大阪の歴史、地理等々、日本全体（または世界から見て）か
らの位置付けを明確に出来る何かないでしょうか。イタリアのフィレ
ンツェにヒントがある感じがしますね。
大阪府内 女性 41～60歳 大阪町人（船場商人）の系譜・文化などにつきまして是非是非よろし
くお願いいたします（文献も失われたと思いますので）。
大阪市内 女性 10～24歳 髙橋先生がおっしゃっていましたが、中高生向けの副読本をどんどん
発信して頂ければなあと思います。今、高校で教員をしていますが、
このような内容の本がなく、お茶をにごすような感じです。
北摂地域 男性 41～60歳 大坂（上方）浮世絵（関大図書館の長谷川貞信コレクションなど）。
大阪府以外の近畿圏 女性 25～40歳 今回の食文化など、日々の生活に関係のあるものについての講演など。
アンケートにご協力いただきました皆様、どうもありがとうございました。
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　大阪の造り物は江戸時代の初期ごろから始まっ
たといわれ、社殿の再建など、祝い事の際に氏子
たちによって奉納されてきました。作り手は工夫
を凝らした材料や題材でそのアイデアを競い、見
る側はその出来ばえの見事さを楽しんだのです。
　今年の天神祭には「しじみ藤棚」と「猩猩
舞」が展示されました。「しじみ藤棚」は、かつ
て、大阪天満宮に飾られる造り物の定番でした
が大正 15 年（1926 年）の「菅原道真公御神退
千二百五十年祭」を最後に途絶えていました。こ
れを天満天神御伽衆の手によって復活させたの
が、平成 14年（2002 年）から展示されている「し
じみ藤棚」です。この「しじみ藤棚」には主とし
て淀川産の蜆が使われ、足りない分は外国産のも
ので補われています。淀川産の蜆は、外国産のも
のより大ぶりで貝殻の紫も濃いそうです。
　造り物には同種の材料のみを使って作られた、
いわゆる「一式物」とよばれるジャンルのもの
があります。「猩猩舞」（写真右下）は昆布や椎茸
などの乾物のみで作られた一式物で、身の丈 2m
を超える大きな人形です。『造物趣向種 二編下』
（安政 7年〔1680 年〕刊行）に記載されたもの
をもとに、再現されました。ただし、同書の通り
に造ると30cmほどの大きさにしかならないため、
いろいろと工夫されています。たとえば、面は「白
干の鮑」とありますが、これでは小さすぎるので
能面の「猩々」を使い、特徴的な赤熊は「きざみ
するめ」とあるところを、食紅で染めた干瓢が使
われています。大きな「猩猩舞」の迫力もさるこ
とながら、ライトアップされた「しじみ藤棚」は
蒸し暑い夏の夜にひと時の涼感を与えてくれます。
　それらの蜆をサイズ別に分け、糸でつないだも
のをいくつも作り、それを竿にかけてようやく藤
棚は完成します。（写真上）
　
　もちろん、天神祭の時期は藤の咲くような季節
ではありません。本来見られないものを造り、そ
の趣向と意外性を楽しむ。それが大阪人の遊び心
なのでしょう。
　（生活文化遺産研究プロジェクト RA：宮元正博）
8月 火 水 木
6/27 6/28 6/29 6/30
愛染祭（勝鬘院愛染堂、
天王寺区）　
茨木神社輪くぐり神事
（茨木市）
7/4 7/5 7/6
機物神社七夕祭
（交野市）　
7/7
龍安寺箕面開山（箕面市）
山伏による大護摩供修法
金剛山蓮華祭
（千早赤阪村）
星田妙見山（交野市）
七夕飾
機物神社（交野市）七夕飾
安倍晴明神社七夕祭
（阿倍野区）
天満宮七夕祭（北区）
7/11
杭全神社夏祭
（平野区）
生國魂神社夏祭
（天王寺区）
豊太閤奉納
7/12
杭全神社夏祭
生國魂神社夏祭
難波八坂神社夏祭
（浪速区）
白鳥神社夏祭
（羽曳野市）
7/13
杭全神社夏祭
難波八坂神社夏祭
堀越神社夏祭
（天王寺区）
五社神社例祭
（池田市）
細河神社例祭
（池田市）
弁財天祭（交野市）
7/14
杭全神社夏祭
難波八坂神社夏祭
茨木神社夏祭（茨木市）
平野夏祭（平野区）
杭全神社神主が来る
7/18
瓢箪山稲荷神社
高津宮夏祭
ございば・氷室・子
供神輿・子供の額に
押印
河堀稲生神社夏季大
祭（天王寺区）
呉服神社例祭
（池田市）
7/19
東高津宮例大祭夏祭
（天王寺区）
野田恵比須神社夏祭
（福島区）
河堀稲生神社夏季大
祭
7/20
東高津宮例大祭夏祭
野田恵比須神社夏祭
7/21
坐摩神社夏祭（中央区）
陶器の飾り物（陶器祭）
難波神社氷室祭（中央区）
氷柱の奉納
磐船神社酒蔵での神前結
婚式（交野市）
三光神社神祭（天王寺区）
寺方の提灯踊り（守口市）
7/25
生根神社だいがく祭
天神祭船渡御
紀部神宮例祭
（池田市）
佐太天満宮夏祭
（守口市）
渋川神社逆祭
（八尾市）
7/26
渋川神社逆祭
安倍晴明神社夏祭
（阿倍野区）
7/27
渋川神社逆祭
安倍晴明神社夏祭　
7/28
興覚寺ほうろく灸祈祷
（土用丑日）（堺市）
8/1
住吉祭
神輿渡御祭
宿院頓宮お祓い神事
（堺市）
一岡神社祇園祭
（泉南市）
8/2 8/3 8/4
　大阪の夏祭りといえば、一般には７月２４、２５日の
天神祭ばかりがクローズアップされますが、そのほかに
も大阪では、夏祭りの幕開けとされる６月３０日の愛染
祭から８月１日の住吉祭までの期間に数多くの祭りが催
されています。
　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター祭礼遺
産研究プロジェクトでは、これらの夏祭りを調査し、大
阪の貴重な文化遺産として映像や写真などを記録してい
く予定です。
瀧安寺の大護摩供修法
ఱि͈ذऱͤ
生根神社だいがく祭
9住吉祭神輿渡御
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－江戸時代の夏祭り－
　現在の大阪夏祭りは、6月 30 日の愛染祭に始
まり 8月 1日の住吉祭に終わりますが、江戸時
代も同じく、6月（旧暦）は 1日の愛染さんから
末日の住吉さんまで、祭礼や夕涼みなどで賑わう
月となっていました。幕末期・大坂西町奉行を務
めた久須美祐雋は「當地の諸神社、六月を祭礼月
となし、三郷中殊の外に賑ひ、引きものだんじり
躍り抔、思ひ思ひに趣向ありて大に繁花也。（中
略）六月は中旬より虚日なき程に引続て祭礼ある
故、市中の群集喧しきこと也」と、祭礼月として
連日賑わっていた様子を記しています。それでは、
江戸時代の祭礼月の賑わいについて当時の様子を
みてみましょう。
　「神
みやのまつりてらのほうゑなにわさんけいおおすもう
社祭礼仏閣法会浪華参詣大数望」（天保 12
年版・大阪府立中之島図書館所蔵）は、大坂とそ
の近接地域における神社仏閣の祭礼・法会を相撲
番付ふうに見立て、祭礼の盛大さをランキングで
表したものです。番付中から 6月の祭礼を抜き
出してみると、東西あわせて 35ヶ所の祭礼がみ
られます。東の大関は天満天神夏祭、西の大関は
住吉御祓となっており、ともに 7月 24 ～ 25 日
の天神祭、7月末日の住吉大社夏越祓と、現在で
も大阪の夏祭りを代表する祭礼がその座を飾って
います。前頭には、坐摩神社や御霊神社、生國魂
神社や難波神社といった大坂市中の神社の夏祭り
が続きますが、祭りの賑わいは社寺祭礼にかぎら
ず、中之島周辺にある諸藩の蔵屋敷でもみられま
した。
　国元から送られてきた米を搬入し、保管・売却
にあたっていた蔵屋敷のなかには、夏祭りにあわ
せて邸内に勧請した祠の祭礼を催行する藩があり
ました。番付の東之方２段目には、それら「御屋
敷祭」があげられています。11 日は宇和島御屋
敷祭（宇和島藩・和霊神）、14日・中国御屋敷祭
（広島藩・厳島社）、出雲御屋敷祭（松江藩・出雲社）、
15日・鍋島御屋敷祭（佐賀藩・稲荷社）、16日・
阿波御屋敷祭（徳島藩・二井神）、18日・筑後御
屋敷祭（久留米藩・水天宮）、明石御屋敷人丸祭（明
石藩・柿本人丸社）と６月中旬から蔵屋敷におい
てお祭が行われていたことがわかります。
　これらの祭礼日には芝居・作り物などの催しが
あり、邸内が一般にも開放されていました。「な
金 土 日
7/1
愛染祭
7/2
愛染祭
石切劔箭神社
（東大阪市）
献牛祭
7/3
7/8
大津神社夏越祭
（羽曳野市）
7/9
大森神社灯籠祭
（第2土曜・熊取町）
7/10
7/15
玉造稲荷神社夏祭
（中央区）
玉造黒門越瓜のふるまい
茨木神社夏祭
大江神社夏祭（天王寺区）
久保神社夏祭（天王寺区）
五條宮夏祭（天王寺区）
お初天神夏祭（北区）
地車囃子
八坂神社例祭（池田市）
7/16
玉造稲荷神社夏祭
感田神社太鼓台祭
（貝塚市）
日根神社ゆ祭（泉佐野市）
大江神社夏祭
久保神社夏祭
五條宮夏祭
お初天神夏祭
例大祭・宮入
門真神社例祭（門真市）
7/17
感田神社太鼓台祭
瓢箪山稲荷神社夏季大祭
（東大阪市）
高津宮夏祭（中央区）
日根神社ゆ祭
春日神社夏祭（泉佐野市）
伊居太神社例祭
（池田市）　　　　
7/22
坐摩神社夏祭
陶器の飾り物（陶器祭）
難波神社氷室祭
三光神社神祭
能勢妙見山虫払会祈祷会
（豊能郡能勢町）
寺方の提灯踊り
7/23
坐摩神社夏祭
陶器の飾り物（陶器祭）
科長神社夏祭（太子町）
ダンジリ・神輿
星田妙見宮妙見祭
（交野市）
7/24
天神祭（北区）
茅の輪くぐり・鉾流
生根神社だいがく祭
（西成区）
科長神社夏祭
佐太天満宮夏祭（守口市）
7/29 7/30
住吉祭（住吉区）
茅の輪くぐり
7/31
住吉祭
夏越の祓え神事
道陸神社大祓祭（貝塚市）
8/5 8/6 8/7
10
べしまの納涼」で賑わう堂島川に面する佐賀藩蔵
屋敷では、天神祭の渡御にあわせて門前に提灯を
掲げ、祭の雰囲気をより一層盛り上げていました。
　　　（祭礼遺産研究プロジェクトRA：内海寧子）
「神社祭礼仏閣法会浪華参詣大数望」（部分）
刊行年不明（関西大学総合図書館所蔵）
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　河内国一ノ宮である枚岡神社は、社伝によれ
ば古くは生駒山中腹の神津嶽にあり、大化 6年
（650）に現在地に遷座したとされています。祭
神は、天児屋根命、比売神、斎主神、建御雷神の
四神です。
　今では行われていませんが、『河内名所図会』
をみると枚岡神社の鳥居の前で相撲が催され、近
村からの見物人で大層賑わった様子が描かれてい
ます（右挿図）。盛り土をして地面より一段高く
土俵をしつらえ、周囲を取り巻く観衆の中には手
にした番付を覗き込む者もあり、煙管をくわえて
悠悠と観戦する者もあり、後ろの方から少しでも
よく見えるように石灯籠に登る者もいて大変な盛
況です。
　『古事記』に記される国譲りの神話では、天照
大神から遣わされた建御雷神と大国主命の息子で
ある建御名方神とが力比べによって国譲りの決着
をつけたとされていますが、古くから、重要な判
断をしなければならないときには神前での力比べ
によって神意を伺うことが行われてきました。相
撲は農作物の豊凶を占う神事の代表的なもので
す。神事としての相撲は七夕の日に催される例
がしばしばみられ、宮廷行事である相撲節会も 7
月 7日に催された記録が多く残っています。相
撲の起源とされる野見宿禰と當麻蹶速の対決も、
『日本書紀』によれば垂仁天皇 7年 7月 7日に行
われたとされますが、この日付は相撲の起原にふ
さわしい時期を選んで後から辻褄をあわせたとす
るのが一般的な見解です。
　相撲が行われる日取りとして７月７日が選ばれ
ることが多いのは、農業を営むうえで七夕が重要
な節目にあたるからです。今では七夕は牽牛と織
女の伝説に由来する星祭りとして広く知られてい
ますが、昔の一般の人びとにとってはむしろお盆
の前の節目であるという意識が濃厚でした。七夕
はお盆に向けた先祖祭りのはじまりの日であり、
今日でも地域によっては七夕の頃にお盆の前の墓
掃除や盆花の準備などを行います。また七夕は農
業においては畑作の収穫が一段落つくなど一年の
前半期が終わり、後半期のはじまりということで
秋の収穫に向けて米作の無事息災を願う時期にあ
たります。そこで七夕の日には農作の豊凶を占う
ために相撲が行われたのです。
　『河内名所図会』に描かれる枚岡神社の相撲も、
観衆はめいめいが袖を肩までたくしあげたり、片
肌脱ぎになったり、扇子を使って風を入れたりな
ど、いかにも旧暦７月の暑い時期の状景というこ
とが見てとれます。
　　　（祭礼遺産研究プロジェクトRA：内田吉哉）
『河内名所図会』
ễỆỪẅấấẰẦẅ
難波潟潮干に立ちて見渡せば淡路の島に鶴
たづ
渡る見ゆ
 　　　　　　　　　　　（『万葉集』巻第７）
◇難波潟から見渡す広大な光景。潮の引いた干潟に立っ
て西を望むと、淡路島のかなたに向かって鶴が渡って行
きます。◇かつて中国大陸・朝鮮半島に向かう遣唐使・
遣新羅使などの外交使節は、この難波津から旅立ちまし
た。◇広い世界につながる難波潟。従来の枠組みを超え
て、なにわ・大阪の古今の風景を描いていきたいと思い
ます。（寧）
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ܸ൸໲ࡩ֚ཿର̞̾̀ͅ 引札：正月引札の一例（関西大学総合図書館所蔵）
　７月１日に当センターで働き始めてから、私は
一日のほとんどを関西大学総合図書館の地下書庫
で過ごしています。
　祭りがあると聞けば外に調査に出ている祭礼遺
産研究班や生活遺産研究班のリサーチアシスタン
トの面々とは対照的に、私は地下に潜伏していま
した。
　さて、現在私が主に取り組んでいる作業は、関
西大学総合図書館が所蔵している鬼
き
洞
とう
文庫の調査
であります。鬼洞文庫とは、昭和期大阪で蒐書家
として著名だった出口神
しん
暁
ぎょう
氏（1907 ～ 1985）
の個人文庫です。鬼洞文庫の蔵書については、山
本卓氏による詳しい紹介がありますので（「鬼洞
文庫」（『文学』2001 年　第２巻第３号　岩波書
店））、ここでは一枚摺について、ご紹介したいと
思います。
　まず点数は約 850 点。その中で最も多いのが
引札で、約３分の１を占めます。中でも正月引札
が多く見られます。
　正月引札とは、毎年正月になると商店が顧客に
配った広告でありまして、多色刷りで美しく、七
福神や宝船などおめでたい図柄が特徴です。
　鬼洞文庫の場合、正月引札は、大坂市中の店が
配ったものが多く、呉服店や洋服店、布地を扱う
店のものが多数を占めています。
　また、引札以外で目を引くものはといいますと、
出口氏が岸和田市出身であったためか、岸和田周
辺地域の一枚摺が多く見られます。さきに紹介し
た引札で、店の所在地として岸和田市や堺市の記
述が見られますし、堺市内の名勝について紹介し
ている「実地測量堺市名勝新地図」、堺湊を鳥瞰
し説明を加えた「泉州堺湊新地繁栄之図」、さら
には「堺祥雲寺五葉松之図」や妙国寺（通称「蘇
鉄之寺」）のソテツの図（「［泉州堺広普山妙国寺
大ソテツの図］」（［　］内の表題は筆者による。））
など、堺市内の珍しい植栽を描いた図が収集され
ています。
　以上、今回は数の多いものに着目してご紹介い
たしましたが、今後は質的な面にも着目していき
たいと考えています。例えば、呉服屋の引札につ
いて、同じ業種であっても、大坂市中の呉服商が
配った多色刷りの正月引札と、堺の呉服商が配っ
た白黒二色刷りの大売り出しを告知した引札とで
は、出口氏の認識が異なるように思われるのです。
　一枚摺一枚一枚の史料としての可能性を探ると
ともに、“コレクター出口神暁” の思いに触れる
ことができたら…と思っています。
　　　（学芸遺産研究プロジェクト RA：松本望）
̈́ͩͅ Ȇ ఱि໲ا֒ॲڠࡄݪΓϋΗȜġ ࣽࢃ͈ထ೰
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 9 月 10 日（土）　  研究例会（祭礼遺産プロジェクト）
 9 月 24 日（土）　  第 1回　レクチャーシリーズ「なにわ・大阪の神社」
　　　　　　　　　会場：関西大学尚文館（大学院学舎）（予定）
　　　　　　　　　報告：近江晴子氏（大阪天満宮文化研究所）
　　　　　　　　　　　　真野修三氏（明治安田生命・関西を考える会）
　　　　　　　　　　　　祭礼遺産研究プロジェクト
10月 １ 日（土）　 研究例会（生活文化遺産研究プロジェクト）（学芸遺産研究プロジェクト）
10月 22日（土）　 「河内国府遺跡」里帰り展　会場：道明寺天満宮
　　　　　　　　　報告：米田文孝（生活文化遺産研究プロジェクト／関西大学文学部教授）「国府遺跡とその出土遺物」
　　　　　　　　　　　　長谷洋一（生活文化遺産研究プロジェクト／関西大学文学部助教授）「渡唐天神の美術」
11月 12日（土）　第 2回　フォーラム「大阪と沖縄の文化遺産」
11月 26日（土）　研究例会（歴史資料遺産研究プロジェクト）
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